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前回の介護報酬の改定から３年が過ぎた。
現在、来年４月から始まる診療・介護・障害福
祉サービス等報酬のトリプル改定に向けて、作
業の真只中である。この業界に従事している
者にとっては、あっという間の３年間だったで
あろう。

ところが、この短い間にも世界は大きく変化
した。COVID-19のパンデミックにより、東京
オリンピックが無観客で開催された。仕事のリ
モート化も定着し、社会における働き方も大き
く変わった。気候変動も地球の温暖化から沸
騰化へとステージが変わり、地球の気温が記
録史上、過去最高を記録するまでになった。
それに伴い自然災害が地球のいたるところで発

生している。また、以前には考えられなかった
侵略戦争が始まり、世界の安全保障の枠組み
も大きく変化した。

しかし、老健施設の役割は不変であること
を願いたい。人が老いることは止められないが、
その老いを、日々、科学に基づいた介護とリハ
ビリでカバーし、自宅で１日でも長く過ごせる
よう支援していくのが老健施設の役割である。

たとえ今回のトリプル改定で介護報酬の仕
組みが大きく変化しようとも、この老健施設の
理念を変化させることなく、ご利用者が住み
慣れた町で不安なく楽しく暮らせるような、地
域の基盤となる施設運営をしていきたい。

 全老健広報情報委員長　大森順方
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